


い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

9
4
大
野
市
の
出
来
事

9

①
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会

　

で
常
陸
宮
ご
夫
婦
来
市

②
大
野
市
老
人
福
祉
計
画

　

を
策
定

③
真
名
川
憩
い
の
島

　

整
備
事
業
完
成

④
越
前
お
お
の
歴
史
の
路

　

整
備
事
業
完
了

⑥
有
終
公
園
に
福
田
‐
氏

　

の
顕
彰
像
完
成

⑥
市
制
四
十
周
年
を
祝
い

　

盛
大
に
式
典

⑦
七
市
で
最
も
若
い

　

天
谷
新
市
長
が
誕
生

⑧
六
十
年
後
に
開
封
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設

1
月
1
日
市
の
一
部
文
書
押
印
不

要
に
1
5
日
成
人
式
2
6
日

文
化
財
消
防
訓
練
3
0
日
～
2
月
1
日

中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会

2
日
一

5
・
6
日
か
ま
く
ら
朝
市

1
2
・
1
3
日
お
お
の
ス
ノ
ー
フ

エ
ス
タ
2
0
日
県
体
ス
キ
ー
1
8
連
覇

3
月
2
0
日
大
野
た
こ
あ
げ
大
会

2
4
日
大
野
市
老
人
福
祉
計
画

策
定
3
1
日
真
名
川
憩
い
の
島
完
成

4
月

8
日
春
季
消
防
総
合
訓
練

9
日
大
野
さ
く
ら
ま
つ
り

‥
‐
日
障
害
児
通
学
バ
ス
運
行
1
3
日
義

景
公
園
完
成
2
6
日
石
灯
脆
通
り
石
畳

舗
装
完
成
2
7
日
元
町
会
館
完
成

5
月

2
1
・
2
2
日
七
間
朝
市
山
菜
フ

ー
ド
ピ
ア
2
2
日
越
前
大
野

名
水
了
フ
ソ
ン

６
に

5
日
有
終
公
園
に
福
田
一
氏

の
顕
彰
像
完
成
1
6
日
亀
山

に
ク
マ
出
没
1
9
日
天
谷
光
治
市
長
が

初
当
選
若
鮎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
3
0

日
友
好
市
町
交
流
会

フ
月

1
日
市
制
4
0
周
年
記
念
式
典

北
海
道
三
石
町
民
ふ
る
さ
と

交
流
で
来
市
1
1
日
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

埋
設
1
7
日
六
呂
師
高
原
サ
ン
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
1
9
日
下
黒
谷

遺
跡
か
ら
銅
鏃
出
土
2
4
日
麻
那
姫
湖

畔
ま
つ
り
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

結
成
大
会
2
8
日
本
願
清
水
の
イ
ト
ヨ

大
繁
殖
3
1
日
水
資
源
功
績
者
と
し
て

御
清
水
の
会
が
国
土
庁
長
官
衣
彭
ヤ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
越
美
北
線
と

乗
合
バ
ス
に
乗
る
運
動



⑨
本
願
清
水
の

　
　

イ
ト
ヨ
大
繁
殖

⑩
県
内
初
の
交
通
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
結
成
大
会

⑩
猛
暑
も
吹
き
飛
ん
だ

　

花
火
大
会
・
力
－
ニ
バ
ル

⑩
水
不
足
と
ひ
ょ
う
で

　

一
部
農
作
物
に
被
害

⑩
印
鑑
登
録
手
帳
が

　
　
　

磁
気
カ
ー
ド
に

⑩
市
民
が
熱
狂
し
た

　

大
相
撲
「
大
野
場
所
L

⑩
十
三
年
ぶ
り
に
重
文

　

「
旧
橋
本
家
L
改
修
工
事

⑩
奥
越
で
初
め
て
の

　
　

第
九
演
奏
会
（
予
定
）

j淵ヤ：し昂0116！｜β幣淵只

投票
してください

あなたが選ぶ

’94

大野市十大ニュース

　

一
九
九
四
年
も
残
り
わ
ず
か
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
の

一
年
間
、
ど
ん
な
印
象
を
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
一
年
間
に
お

け
る
大
野
市
の
出
来
事
を
、
市
政

を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

大
野
市
ト
大
ニ
ュ
ー
ス
は
毎

年
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
投

票
で
決
め
て
い
ま
す
。
写
真
で
紹

介
し
て
あ
る
十
六
項
目
の
出
来
事

か
ら
、
こ
れ
だ
と
思
う
出
来
事
を

ト
項
目
選
ん
で
く
だ
さ
い
順
位
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
番
号
順

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

投
票
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏

　

名
・
年
齢
・
項
目
番
号
を
明
記

　

の
う
え
、
市
役
所
秘
書
広
報
課

　

広
報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
天
神
町
I

　

I
I
）
ま
で
。
各
公
民
館
や
市

　

民
課
の
窓
口
に
も
投
票
用
紙
が

備
え
て
あ
り
ま
す
。

締
切
1
9
一
月
2
0
日
⑧
ま
で
（
当
‐

　

の
消
印
有
効
）

発
表
十
大
ニ
ュ
ー
ス
の
発
去
は

　

ト
二
月
ド
旬
に
新
聞
な
ど
で

賞
品
ト
項
目
的
中
者
に
は
、
図

　

書
券
（
三
千
円
）
を
進
‥
エ
し
ま

　

す
。
的
中
者
が
多
数
の
場
合
は
、

　

抽
選
で
ト
人
の
方
と
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

8
［
『

1
日
J
C
有
終
東
少
年
サ
ッ

カ
ー
全
国
大
会
初
出
場
4

日
中
国
人
研
修
生
歓
迎
会
1
0
日
寧
波

市
少
年
サ
ッ
カ
ー
団
と
交
流
試
合
1
2

日
七
間
時
代
ま
つ
り
1
3
日
花
火
大
会

1
4
日
手
づ
く
り
力
－
ニ
バ
ル
1
7
日
水

不
足
で
臨
時
給
水
所
設
置
1
8
日
ひ
ょ

う
が
降
り
一
部
農
作
物
に
被
害
2
5
日

ふ
る
さ
と
出
身
者
に
よ
る
音
楽
と
講
演

3
0
日
金
沢
市
で
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
3
1
日

大
野
荘
体
育
館
新
築
完
成

9
月

1
日
印
鑑
登
録
手
帳
が
磁
気

カ
ー
ド
化
‥
‐
日
県
川
同
大

会
1
9
日
源
泉
の
湯
量
減
少
で
湯
の
谷

温
泉
開
発
計
画
再
検
討
2
1
日
土
庄
小

で
交
通
安
全
人
文
字
M
一
日
交
通
功
労

者
と
し
て
今
村
仙
之
助
さ
ん
が
総
務
庁

長
官
表
彰
2
5
日
真
名
川
不
法
投
棄
ゴ

ミ
一
掃
作
戦
2
9
日
健
康
づ
く
り
イ
ン

お
お
の

1
0
月
8
・
9
日
お
お
の
テ
キ
ス
タ

イ
ル
‘
フ
ェ
ア
美
濃
街
道
う

ま
い
も
の
横
丁
1
0
日
健
康
ウ
オ
ー
ク

1
1
日
大
相
撲
大
野
場
所
1
3
・
1
4
日
県

民
長
寿
祭
1
6
日
体
力
つ
く
り
県
民
大

会
9
一
．
2
3
日
三
大
朝
市
物
産
ま
つ
り

2
2
日
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
普
及
大

会
2
3
日
市
戦
没
者
追
悼
式
2
8
日
旧

橋
本
家
改
修
工
事

1
1
月I
～
3
日
市
総
合
文
化
祭

5
・
6
日
産
業
フ
ェ
ア
7
．

8
日
お
座
敷
列
車
大
野
市
民
号
運
行

1
9
・
2
0
日
小
京
都
物
産
ま
つ
り

1
2
月
1
8
日
大
野
第
九
演
奏
会
（
予

定
）



功
績
を
た
た
え
て
市
長
表
彰

　

長
年
、
市
政
や
教
育
文
化
、
福
祉
な
ど
の
活
動
に
携
わ

り
、
そ
の
充
実
と
発
展
に
貢
献
し
た
市
民
を
顕
彰
す
る
平

成
六
年
度
市
長
表
彰
者
の
選
考
委
員
会
が
十
月
十
七
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。
各
分
野
か
ら
二
十
四
人
の
功
労
者
が
選

ば
れ
、
十
一
月
三
日
の
「
文
化
の
日
」
に
市
役
所
大
会
議

室
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
振
興
功
労

山
内
武
士
さ
ん

　
　
　
　

6
7
歳
・
有
明
町

　

市
長
と
し
て
二
期
八
年
に
わ
た

り
市
勢
の
進
展
に
専
念
し
、
市
民

福
祉
の
増
進
に
貢
献
。

田
苅
子
利
一
さ
ん

　
　
　
　

7
3
歳
・
上
打
波

本
多
秀
男
さ
ん

　
　
　
　

7
8
歳
・
東
山

　

行
政
連
絡
事
務
嘱
託
貝
（
区
長
）

と
し
て
十
五
年
余
り
、
末
端
行
政
・

地
域
活
動
に
尽
力
。

社
会
事
業
功
労

笹
嶋
貴
美
子
さ
ん

　
　
　
　

7
0
歳
・
明
倫
町

　

国
民
年
金
委
貝
と
し
て
こ
十
一

年
余
り
、
年
金
制
度
の
啓
発
と
保

険
料
の
取
り
ま
と
め
に
貢
献
。

金
森
隆
さ
ん

　
　
　
　

7
2
歳
・
中
野

　

社
会
福
祉
法
人
の
役
‥
只
と
し
て

十
二
年
余
り
、
施
設
運
営
と
社
会

福
祉
事
業
の
拡
大
に
貢
献
。

産
業
振
興
功
労

林
保
信
さ
ん

　
　
　
　

6
5
歳
・
堂
本

田
中
生
さ
ん

　
　
　
　

8
5
歳
・
土
打

矢
田
輝
雄
さ
ん

　
　
　
　

6
6
歳
・
下
舌

野
尻
信
夫
さ
ん

　
　
　
　

7
5
歳
・
横
枕

　

長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
の

役
‥
只
を
務
め
、
農
業
の
振
興
と
産

業
の
育
成
に
貢
献
。

南
部
芳
文
さ
ん

　
　
　
　

6
0
歳
・
元
町

　

県
喫
茶
業
環
境
衛
生
同
業
組
合

役
貝
と
し
て
ニ
ト
ー
年
余
り
、
地

域
商
工
業
の
振
興
に
貢
献
。

赤
尾
惣
兵
衛
さ
ん

　
　
　
　

8
3
歳
・
一
几
町

　

協
同
組
合
大
野
石
油
セ
ン
タ
ー

理
事
長
と
し
て
二
十
四
年
余
り
、

地
域
産
業
経
済
の
振
興
に
貢
献
。

山
田
一
幸
さ
ん

　
　
　
　

6
8
歳
・
大
和
町

　

織
物
工
業
協
同
組
合
役
員
と
し

て
十
八
年
余
り
、
産
地
の
振
興
発

展
に
貢
献
。

教
育
文
化
功
労

羽
田
義
任
さ
ん

　
　
　
　

7
3
歳
・
‐
吉
町

　

蜂
の
研
究
に
取
り
組
み
三
ト
年

余
り
、
十
一
種
の
新
種
の
発
見
と

自
然
科
学
知
識
の
普
及
に
貢
献
。

坪
内
晋
さ
ん

　
　
　
　

8
4
歳
・
堂
嶋

　

市
史
編
さ
ん
委
貝
同
編
集
委
員

を
ト
九
年
余
り
務
め
、
郷
土
の
歴

史
文
化
の
保
護
に
貢
献
。

小
渾
隆
一
さ
ん

　
　
　
　

6
3
歳
・
篠
座

　

親
岳
会
役
貝
と
し
て
三
ト
三
年

余
り
、
安
全
登
山
の
推
進
と
自
然

保
護
に
貢
献
。

前
川
喜
衛
さ
ん

　
　
　
　

5
9
歳
・
中
野

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
役
貝
と
し

て
三
十
八
年
余
り
、
協
会
の
組
織

強
化
と
社
会
体
育
の
進
展
に
貢
献
。

交
通
安
全
功
労

宮
田
一
也
さ
ん

　
　
　
　
　

6
4
歳
・
伏
石

梅
田
政
義
さ
ん

　
　
　
　
　

6
7
歳
・
庄
林

深
田
実
さ
ん

　
　
　
　

6
9
歳
・
束
中
町

　

交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
、
市
民
の
交
通
安
全

の
保
持
に
貢
献
。

消
防
功
労

川
崎
法
人
さ
ん

　
　
　
　

5
6
歳
・
弥
生
町

島
田
俊
一
さ
ん

　
　
　
　

5
9
歳
・
城
町

吉
田
成
一
さ
ん

　
　
　
　

5
8
歳
・
鍬
掛

川
崎
正
さ
ん

　
　
　
　

5
3
歳
・
木
本

乾
尚
義
さ
ん

　
　
　
　

6
0
歳
・
下
打
波

　

消
防
団
員
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
、
消
防
使
命
の
達
成
と
地
域
住

民
の
安
全
確
保
に
貢
献
。

長い間

　

ご苦労さまでした

斉藤助役が退任

　

助
役
の
斉
藤
秀
雄
氏
（
6
5
歳
）
が
、
十
一
月
二
十

九
日
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
昭
和
六
十
こ
年
七
月
上
一
目
、
六
期
こ
十

四
年
間
大
野
市
市
議
会
議
貝
を
務
め
た
後
、
助
役
に

就
任
。
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
七
年
四
ヵ

月
の
長
期
に
わ
た
っ
て
行
政
の
効
率
的
な
運
営
に
敏

腕
を
振
る
わ
れ
、
ま
た
、
市
政
を
担
う
職
員
の
資
質

向
上
に
も
努
め
ら
れ
ま
し
た
。



越前大野ふるさとかるた 観光編

読み札の入選句決まる

　

市民の皆さんから広く募集した「越前大野ふるさとか

るた観光編」の読み札が決まりました。応募数は、515句

　

（50人）にも達しました。

　

編集委員会で審査した結果、41句（16人）が入選しま

した。該当者がない4句は、編集委員会で作成しました。

取り札（絵札）は、三宅嵩さん（天神町）に制作を依頼

しています。完成は、12月中旬ごろで、市内書店や公民

館、郷土歴史館、教育委員会で販売します。価格は1，000

円で、350組と数に限りがあります。

　

ご希望の人は、早めにお求めください。

　－つ　「うもごえつさ」人情が通う七間朝市井ノ部寛之さん　
（55歳・泉町）

の のつぺ汁食ぺに行こうか大野の昧を
杉畑よ志ゑさん　
（67歳・木本）

お お岳さん飯降りの民話を語りつぎ
　　田中信次さん
（44歳・中荒井町2）

く くらが淵あわれ親子の悲しみ深く
加藤正幸さん
（35歳・中保）

や
山みどり水すむ城下は

碁盤の目
井ノ部美希子さん　
（13歳・泉町）

ま
真名九頭竜きらめく水に
鮎おどり

森川昭－さん
（65歳・糸魚町）

け けんけらは古里大野の昧がする
　河口節子さん
（43歳・陽明明1）

ふ 男心肌太古を伝え6
経ケ岳

山本清さん
（74歳・明倫司）

－）

（－
碁盤目に街割りの基点
石灯暦

井ノ部寛之さん　
（55歳・泉町）

　－λ絵心を誘う勝原
一目白山

深草深英さん
（63歳・春日）

て 寺町通り見知らぬ人も会釈する
　河口箇子さん
（43歳・陽明明1）

あ
　　　　ちようぽうぜつけい荒島は眺望絶佳

大野富士

山本清さん
（74歳．明倫町）

さ
山村の暮らしを伝える
橋本家

森川昭一さん
（65歳・糸魚町）

き きようの日を待って半夏生
さぱ一本

高谷正さん
（68歳・元町）

ゆ
ゆつたりとやさしい振りの
仕ぐさ踊り

高谷正さん
（68歳・元町）

め 名水を土産に汲んでる旅の人
森川昭一さん
（65歳・糸魚町）

み みんなでいこう六呂師高原雪まつり
本多幸枝さん
（11歳・東山）

し 静かなる木立の実の
義景墓所

藤原重男さん
（63歳・亀山）

ひ 人しれず願いをこめて黒谷観音
加藤正幸さん
（35歳．中保）

も
森山に響く四駆の
オフロードレース

深草深英さん
（63歳・春日）

せ 扇子舞いバチガはじける
神子踊り

井ノ部寛之さん　
（55歳●泉町）

す
巣をつくる珍魚イトヨの
本願清水

森川昭一さん
（65歳・糸魚町）

」＿－示
京にいて古里想う
仏御前

編集委員会

い 石だたみめぐつて静かな小京都
森川昭－さん
（65歳・糸魚町）

ろ 六呂師高原自然いっぱい夢いっぱい
井ノ部美希子さん　
（13歳．泉昭）

は 春らんまん亀山城は花の上
森川昭一さん
（65歳・糸魚町）

に につこりと地酒手にして帰省客
藤原重男さん
（63歳・亀山）

ほ 　　　－－宝慶寺寂円開く
禅道場

岩崎正さん
（79歳・天神町）

へ 塀越しの彊しずかに
内山家

森川昭－さん
（65歳・糸魚町）

と トンネルを出れば広がる城下町
森川昭一さん
（65歳・糸魚町）

ち 地下水のうまさが誇り市の宝
井ノ部美希子さん　
（13歳．泉町）

り 贋として新雪に映える
大野城

藤原史郎さん
（30歳・亀山）

ぬ ぬくもりの三大朝市景気よく
編集委員会

る
るいるいと岩積む魚止め
渓流美

井ノ部寛之さん　
（55歳・泉町）

わ わさびうどぜんまい貿留
山の蟹

井ノ部寛之さん　
（55歳・泉町）

か かめ山は自然がいっぱいきれいだな
長谷川真悠さん
（11歳・明倫町）

よ 世を忍び都恋いしと平家踊り
山本清さん
（74歳・明倫町）

た 旅人もさそって踊りの輪をひろげ
森川昭一さん
（65歳・糸魚町）

れ
連山の四季を映して
刈込池

山本清さん
（74歳・明倫町）

そ そぱ通も「うまいつ」と太鼓判
おろしそぱ

井ノ部寛之さん　
（55歳・泉町）

つ 土の里芋子沢山煮つころがしが
昧一番

藤原重男さん
（63歳．亀山）

ね
根を張つて天をつきぬく
大ケヤキ

編集委員会

な なつかしい顔に出会える奴まつり
　　田中信次さん
（44歳・中荒井町2）

ら ランナ－も自然と一体名水マラソン
島田康範さん
（31歳・東中町）

む むすぶ手に思いをこめる篠座まつり
編集委員会



年末年始の市の業務

I
般
・
窓
□
は
2
8
日
ま
で

　
　

新
年
は
4
日
か
ら
開
始

…
市
民
課
窓
口
業
務

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発
行

な
ど
の
窓
口
業
務
は
、
二
十
八
‐

ま
で
行
い
ま
す
。
年
末
は
特
に
混

雑
し
ま
す
の
で
、
用
件
は
お
早
め

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
は
、
休

み
の
間
で
も
市
役
所
当
直
室
（
庁

舎
東
側
入
り
口
横
）
で
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

・
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　

十
二
月
三
ト
ー
‐
と
正
月
三
ヵ

日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
急
患
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
来
所
の
際
は
、
保
険
証
を
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

十
二
月
三
十
一
日
は
土
曜
日
で

す
が
、
夜
間
診
療
は
行
な
い
ま
せ

ん
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・
ご
み
の
収
集
と

　
　
　

空
き
び
ん
回
収

　
　

「
燃
え
る
ご
み
」
「
燃
え
な
い

ご
み
」
の
収
集
は
、
三
十
日
の
金

曜
収
集
地
区
ま
で
行
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
最
終
収
集
‐
が

い
つ
に
な
る
か
、
確
認
し
て
搬
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

空
き
び
ん
回
収
は
、
十
二
月
ま

で
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
が
、
一

月
と
二
月
は
積
雪
の
た
め
休
業
し

ま
す
。
三
月
の
回
収
指
定
日
ま
で

各
家
庭
で
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

・
し
尿
の
く
み
取
り

　

し
尿
処
理
場
は
、
二
十
九
日
④

か
ら
一
月
三
日
収
ま
で
休
業
と
な

り
ま
す
0
く
み
取
り
業
者
も
こ
の

間
は
営
業
し
ま
せ
ん
。
年
末
は
大

変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
業
者
へ

の
依
頼
は
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

…
図
書
の
貸
し
出
し

　

市
図
書
館
は
、
二
十
八
日
④
か

ら
一
月
四
日
⑥
ま
で
休
館
と
な
り

ま
す
。
ト
二
月
十
三
日
囚
か
ら
二

月
末
‐
ま
で
の
間
、
図
書
の
特
別

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
（
休
館
日
を
除
く
）

は
、
一
人
で
何
冊
で
も
図
書
が
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
貸
し
出
し
期

間
も
三
週
間
と
長
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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⑩
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業
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常
図
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館

国の重要文化財

　　　　

旧橋本家住宅

カヤぶきバ屋根ふき替え

　

宝
慶
寺
境
内
に
あ
る
国
の
重

要
文
化
財
「
旧
橋
本
家
住
宅
」

の
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根
の
ふ
き
替
え

工
事
が
十
月
二
十
八
日
か
ら
十

三
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

豪
雪
地
帯
に
あ
る
た
め
、
屋

根
の
傷
み
が
ひ
ど
く
雨
漏
り
が

す
る
た
め
、
文
化
庁
の
指
導
で

市
教
育
委
員
会
が
約
一
千
五
百

万
円
を
か
け
、
カ
ヤ
を
全
面
的

に
ふ
き
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

材
料
の
カ
ヤ
は
、
市
内
の
民

家
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
と
県

外
か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の
を
交

ぜ
て
使
い
ま
し
た
。
市
内
に
屋

根
の
ふ
き
替
え
作
業
の
出
来
る

人
が
少
な
い
た
め
、
宮
城
県
か

ら
の
職
人
十
人
が
作
業
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

　

同
住
宅
は
、
江
戸
中
期
の
建

築
で
、
豪
雪
地
帯
特
有
の
建
築

様
式
を
持
つ
農
家
で
す
。
入
母

屋
造
り
九
十
二
平
方
む
の
平
屋

建
て
。
上
座
敷
、
下
座
敷
、
う

ま
や
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
昭
和

四
十
四
年
十
二
月
に
重
要
文
化

財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
四

十
八
年
、
宝
慶
寺
地
区
の
廃
村

に
伴
い
現
在
地
に
解
体
移
転
し
、

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
補

修
は
「
五
六
豪
雪
」
の
と
き
に

行
わ
れ
ま
し
た
。



地¬F祉水が急激に低下

11月10日
7にを突破

節水にご協力を

　

市
街
地
の
地
下
水
が
十
月
下
旬

以
降
急
激
に
低
下
し
、
上
一
月
上

日
に
は
春
日
公
園
基
準
観
測
井
で

七
μ
を
超
え
、
浅
井
戸
の
水
枯
れ

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

こ
れ
ま
で
の
降
水
量
が
大
変
少
な

く
、
特
に
七
・
八
月
の
降
水
量
は

五
十
三
ミ
リ
と
昨
年
の
八
U
し
か

な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
本
格
的

な
降
雪
期
を
迎
え
さ
ら
に
低
下
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
①
水
の

出
し
っ
ぱ
な
し
は
し
な
い
②
道
路

・
駐
車
場
へ
の
散
水
は
し
な
い
③

洗
車
回
数
を
減
ら
す
④
川
水
を
利

用
す
る
I
な
ど
地
下
水
の
節
水
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地下水位と降水量

　

（平成5年8月～）

エキサイティング

スポーツ

情X報

第
3
1
回
奥
越
駅
伝
大
会

職
場
対
抗
は

　
　
　

和
泉
ス
キ
ー
場
が
優
勝

　

第
3
1
回
奥
越
駅
伝
競
走
大
会
が

I
―
＊
月
1
3
日
、
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

を
発
着
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
過

去
最
高
の
8
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

「
主
な
成
績
」
▼
1
部
①
福
井
市

②
前
田
リ
ボ
ン
㈱
③
幾
久
倶
楽
部

▼
2
部
①
勝
山
高
校
②
高
志
高
校

③
大
野
高
校
駅
伝
部
A
▼
3
部
①

和
泉
ス
キ
ー
場
②
大
野
消
防
署
③

勝
山
消
防
署
▼
4
部
①
名
古
屋
商

科
大
学
②
ス
マ
イ
ル
J
C
③
若
狭

高
校
A
▼
5
部
①
勝
山
北
部
中
学

校
②
開
成
中
学
校
野
球
部
A
③
尚

徳
A
プ
ル
ス
▼
6
部
①
南
越
中
学

校
A
②
陽
明
P
r
e
t
t
y
G
i

r
l
s
A
③
南
越
中
学
校
B

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

体
力
テ
ス
ト
会

日
時
1
I
―
一
月
1
0
日
①
受
付
＝
午

　

前
9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
貝
・
指

　

導
者

テ
ス
ト
種
目
立
幅
跳
び
・
上
体

　

起
こ
し
・
5
分
間
走
な
ど

持
ち
物
室
内
シ
ュ
ー
ズ
ー
タ
オ

　

ル
・
筆
記
用
具
・
体
力
テ
ス
ト

　

カ
ー
ド
・
着
替
え

そ
の
他
当
日
ま
で
に
、
身
長
・

　

体
重
・
胸
囲
・
座
高
を
測
定
し

　

て
お
く
こ
と

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
体
育

　

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5

　

3
2
）
ま
で

●
大
野
青
年
の
家
所
長
杯

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
1
C
V
l
月
t
―
一
日
⑥
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

会
場
大
野
青
年
の
家
体
育
館

参
加
料
無
料

試
合
方
法
団
体
戦
（
6
人
で
I

　

チ
ー
ム
、
1
試
合
ダ
ブ
ル
ス
3

　

ゲ
ー
ム
）
・
個
人
戦
（
男
女
別

　

ダ
ブ
ル
ス
）

締
切
1
9
］
月
2
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
県
立
大
野
青

　

年
の
家
（
大
野
市
中
野
5
7
－
6

　

酋
6
5
・
7
1
0
3
）
ま
で

県
小
学
校
相
撲
大
会

団
体
で

　
　

有
終
西
A
が
優
勝

　

第
6
回
県
小
学
校
相
撲
選
手
権

大
会
が
1
0
月
2
3
日
、
県
立
武
道
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
団
体
戦
は
、
有
終
西

A
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

【
団
体
】
①
有
終
西
A
（
西
村
・

福
岡
・
小
泉
）
②
有
終
南
A
（
川

端
・
石
川
・
千
田
）
③
有
終
西
B

　

（
島
田
・
土
橋
・
竹
原
）

　

【
個
人
】
◆
4
年
③
山
村
（
有
終

東
）
、
井
尾
（
有
終
南
）
◆
5
年

①
千
田
（
有
終
南
）
②
川
端
（
有

終
南
）
③
池
端
（
有
終
南
）
◆
6

年
②
米
村
（
有
終
東
）
③
島
田

　

（
有
終
西
）
、
川
端
（
有
終
東
）
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与肘

自分の健康は自分で

安
心
と
健
康
保
持
に

健
康
診
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

健
康
に
は
、
百
％
安
心
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
に
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
あ
な
た
、
「
時
間
が
な
い
」

な
ど
と
言
わ
な
い
で
、
健
康
診
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
診
す
る
こ
と
で
不
安
の
半
分
が
解
消
さ
れ
る
な
ら
、
か

け
た
時
間
に
十
分
引
き
合
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分

が
守
ら
な
い
で
、
だ
れ
が
守
っ
て
く
れ
ま
す
か
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
約
八
十
年
、

今
や
世
界
一
の
長
寿
国
で
す
。
市

で
は
、
そ
の
半
分
に
さ
し
か
か
っ

た
ら
、
後
半
の
人
生
の
た
め
に
、

健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
健
康
診
査
の
検
査
内

容
や
結
果
デ
ー
タ
の
正
し
い
考
え

方
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
検
査
を
し
ま
す

　

健
康
診
査
で
は
、
次
の
よ
う
な

検
査
を
行
い
ま
す
。

★
基
本
検
査

　

血
圧
測
定
・
検
尿
。
血
液
生
科

学
検
査
・
眼
底
検
査
・
心
電
図

★
肺
が
ん
検
診

　

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
・
※
喀

痰
細
胞
診

★
胃
が
ん
検
診

　

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

★
大
腸
が
ん
検
診

　

便
潜
血
反
応
検
査

★
子
宮
が
ん
検
診

　

細
胞
診

★
乳
が
ん
検
診

　

問
診
・
触
診
・
視
診
・
※
乳
房

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

※
印
は
、
本
人
の
希
望
、
医
師
の

判
断
で
追
加
し
て
実
施
。

結
果
デ
ー
タ
の
活
用

　

健
康
診
査
で
分
か
る
こ
と
と
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

分
か
る
こ
と

　

基
礎
的
な
体
の
状
態
と
明
白
な

病
気
が
分
か
り
ま
す
。

●
肺
、
肝
臓
な
ど
の
内
臓
や
血
管

機
能
の
状
態
。

・
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
成
人

病
の
状
態
や
発
病
の
可
能
性
。

・
胃
、
肺
な
ど
の
が
ん
や
ポ
リ
ー

プ
。
痔
な
ど
の
病
気
の
存
在
。

分
か
ら
な
い
こ
と

　

急
性
、
発
見
し
に
く
い
病
気
と

対
象
外
の
病
気
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

●
心
筋
梗
塞
な
ど
の
急
性
の
病
気

の
可
能
性

●
す
い
臓
が
ん
な
ど
の
可
能
性
や

存
在
と
検
査
対
象
外
の
病
気

　

結
果
デ
ー
タ
の
「
問
題
な
し
」

は
、
あ
な
た
の
健
康
を
百
％
保
障

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
あ
れ
」
と
思
っ
た
ら
必
ず
再
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

結
果
デ
ー
タ
に
過
敏
に
な
り
す

・
ぎ
る
の
も
禁
物
で
す
が
、
疑
問
を

感
じ
た
ら
早
め
に
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ま
た
、
生
活
指
導
な
ど
で
の

助
言
は
忠
実
に
守
り
、
生
活
を
改

善
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
に
対
す
る
不
安
は
だ
れ
も

が
持
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
受

け
る
健
康
診
査
の
目
的
は
、
病
気

の
早
期
発
見
・
成
人
病
の
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。
安
心
と
後
半
の
人
生
の

た
め
、
年
一
度
の
健
康
診
査
を
上

手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

子宮「体がん」検診受付中

　

子宮がんには、出口近くにできる

「頚がん」と、奥にできる「体がん」

の二種類があります。日本では「頚

がん」がほとんどですが、最近は

　

「体がん」が増える傾向にあります。

　

市では、次のとおり「体がん」検

診を実施しますので、希望者は早め

にお申し込みください。

検診方法市が指定する医療機関で、

　

細胞摂取検査

対象閉経期前後の女性

手数料1700円

定員先着50人

締切12月22日⑥

申込先市保健センター（豊65・

　　

7333）まで電話

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（豊65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

魚で決まるかまぼこの味

薄く切って

　

そのまま食べるのが一番

　

色
白
で
き
め
細
や
か
な
肌
、
こ
ん
も
り
し
た
肉
は
、
押

す
と
指
が
押
し
返
さ
れ
る
よ
う
な
プ
リ
プ
リ
し
た
弾
カ
が

あ
る
…
…
お
せ
ち
料
理
の
代
表
、
か
ま
ば
こ
の
こ
と
で
す
。

ご
先
祖
は
今
の
チ
ク
ワ
と
い
わ
れ
る
か
ま
ぼ
こ
は
、
東
日

本
と
西
日
本
で
は
歴
然
と
し
た
違
い
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
伝
統
の
昧
か
ま
ぼ
こ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

お
せ
ち
料
理
に
欠
か
せ
な
い
か

ま
ぽ
こ
。
紅
白
の
彩
り
が
食
卓
を

華
や
か
に
し
、
食
欲
を
さ
そ
い
ま

す
。
重
箱
に
詰
め
る
と
き
は
、
壱

の
重
（
一
番
上
に
置
く
重
箱
）
が

原
則
で
す
。
紅
白
か
ま
ぽ
こ
は
、

紅
と
白
を
分
け
て
詰
め
る
な
ら

　

「
右
紅
左
白
」
、
つ
ま
り
向
か
っ

て
右
側
に
紅
か
ま
ぽ
こ
が
く
る
よ

う
に
詰
め
ま
す
。
交
互
に
並
べ
る

の
な
ら
、
両
端
を
紅
に
す
る
の
が

昔
か
ら
の
決
ま
り
で
す
。

名
前
の
由
来

　

か
ま
ぽ
こ
の
歴
史
は
大
変
古
く
、

平
安
時
代
に
関
白
右
大
臣
の
祝
ぜ

ん
に
出
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。
す
り
つ
ぶ
し
た
魚

肉
を
竹
に
塗
り
付
け
て
焼
い
た
も

の
で
、
そ
の
形
が
水
辺
に
繁
殖
す

る
蒲
と
い
う
植
物
の
穂
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
「
蒲
鉾
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
魚
の

す
り
身
を
板
に
付
け
た
か
ま
ぼ
こ

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

室
町
時
代
で
す
。

か
ま
ぼ
こ
の
原
料
は

　

か
ま
ぼ
こ
に
使
わ
れ
る
魚
は
、

シ
ロ
グ
チ
、
キ
グ
チ
、
ハ
モ
、
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
な
ど
が
中
心
で
す
。

名
産
品
や
高
級
品
は
地
元
で
捕
れ

る
魚
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
主
役
は

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
冷
凍
す
り
身
で

す
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
の
不
漁
と
価
格
高
騰
の

た
め
、
か
ま
ぽ
こ
の
原
料
は
世
界

各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
魚
に
広
が
り
、

こ
れ
ま
で
か
ま
ぽ
こ
に
は
適
さ
な

い
と
さ
れ
て
き
た
赤
身
の
魚
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
原
料
以
外
に
は
、
弾
力
性
を

作
る
食
塩
や
弾
力
を
高
め
る
デ
ン

プ
ン
、
味
を
よ
く
す
る
た
め
の
化

学
調
味
料
が
あ
り
ま
す
。

品
質
の
よ
し
あ
し
は

　

板
付
き
か
ま
ぽ
こ
は
、
東
日
本

で
は
表
面
が
滑
ら
か
な
も
の
、
西

日
本
で
は
表
面
に
細
か
く
美
し
い

ち
り
め
ん
じ
わ
が
あ
る
も
の
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
ま
ぽ
こ

の
よ
し
あ
し
は
、
主
原
料
で
あ
る

魚
で
決
ま
り
ま
す
。
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
よ
り
は
、
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い

る
グ
チ
、
ハ
モ
な
ど
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
信
用
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
の

も
の
な
ら
、
値
段
が
高
い
も
の
が

よ
い
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

結
び
切
り

※
3
～
4
ミ
リ
の
厚
さ
に
切
っ
た
か
ま
ぽ

こ
を
寝
か
せ
、
両
端
に
互
い
違
い
に
切
り

込
み
を
入
れ
、
真
ん
中
に
も
切
れ
目
を
入

れ
る
。
両
端
の
2
本
を
真
ん
中
の
切
れ
‐

に
上
と
下
か
ら
通
し
、
結
ぶ
。

蘭
※
3
ミ
リ
幅
の
切
り
込
み
を
4
つ
入
れ
て

切
り
、
5
枚
の
片
端
が
つ
な
が
っ
た
も
の

を
作
る
。
両
端
の
2
枚
を
広
げ
、
中
の
3

枚
を
そ
れ
ぞ
れ
内
に
折
り
曲
げ
て
い
れ
、

形
を
作
る
。

ベ
ラ

※
2
ミ
リ
幅
に
薄
切
り
し
た
か
ま
ぽ
こ
を

2
－
3
枚
ず
ら
し
て
並
べ
、
手
前
か
ら
ゆ
っ

く
り
巻
き
、
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に
よ
う
じ

を
刺
し
て
止
め
る
。

＝｜．二二・、｀E．．＝曹1｀ヨ．i1111°Iし工奎＝、’
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

ヒヨコさん、かわいいね

＜る一ぶ登場 大野市盲人
バレーボールチーム

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て

　

盲
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
一
般
的

な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
異
な
り
、

鈴
の
入
っ
た
ボ
ー
ル
を
ネ
ッ
ト
の

下
を
く
ぐ
ら
せ
て
打
ち
合
う
球
技

で
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ボ
ー
ル
と
も
い

い
ま
す
。
チ
ー
ム
は
六
人
で
編
成

さ
れ
、
前
衛
の
三
人
は
全
盲
の
人

か
ア
イ
マ
ス
ク
で
目
隠
し
を
し
た

人
、
後
衛
は
弱
視
の
人
に
限
り
ま

す
。
ボ
ー
ル
を
浮
か
せ
る
と
反
則

に
な
る
ほ
か
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
ル
ー
ル
で
す
。

　

大
野
市
盲
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
千

I
ム
が
結
成
さ
れ
て
今
年
で
八
年

目
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
部
員
は

男
女
合
わ
せ
て
十
七
人
で
、
四
十

歳
代
が
中
心
の
ベ
テ
ラ
ン
チ
ー
ム

で
す
。
職
業
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
や

会
社
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

　

練
習
は
毎
月
一
～
こ
回
、
日
曜

日
の
午
前
上
時
か
ら
午
後
三
時
ご

ろ
ま
で
、
有
終
会
館
体
育
館
で
し

て
い
ま
す
。
年
に
数
回
、
盲
学
校

の
先
生
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
第
一
課
題
に
練
習
し
て
い
ま

す
。
練
習
の
間
に
み
ん
な
で
一
緒

に
お
昼
を
食
べ
た
り
、
練
習
の
後
、

バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー
・
大
会
な

ど
を
し
た
り
し
て
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
が
実
り
、

十
月
に
福
井
市
で
開
催
さ

れ
た
第
八
回
盲
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
見
事
、
準

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
接

戦
続
き
の
苦
し
い
試
合
ば

か
り
で
、
決
勝
戦
は
力
及

ば
ず
三
国
町
チ
ー
ム
に
惜

敗
し
ま
し
た
。
失
敗
し
て

も
励
ま
し
合
い
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
ね
ば
り

を
発
揮
で
き
た
こ
と
が
チ

ー
ム
に
大
き
な
自
信
を
与

え
ま
し
た
。
全
国
大
会
出

場
を
目
標
に
が
ん
ば
ろ
う

と
全
員
が
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
で
は
、
会
員
と
練
習
の

時
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
村
上
甚
光
さ
ん
（
市
視

　

力
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
・
容

　

6
7
・
1
8
1
9
）
ま
で

ヤングコーナー

み
ん
な
が
仲
良
く

自
由
に
生
活
す
る
社
会
を

　

県
立
大
野
青
年
の
家
で
は
、

学
校
休
業
日
の
第
こ
土
曜
日
を

利
用
し
て
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奥
越
管
内
の
高
校
一
・
こ
年
生

を
対
象
に
、
小
・
中
学
生
の
よ

き
兄
姉
と
し
て
相
談
相
手
に
な
っ

た
り
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
実
践
活
動
を
し
た
り
し
て

お
互
い
の
健
全
育
成
を
図
り
、
世

代
間
交
流
を
促
進
し
て
社
会
教
育

活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

高
校
生
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で

折
り
紙
細
工
や
大
繩
と
び
、
手
話

教
室
な
ど
具
体
的
な
活
動
内
容
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に

教
え
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
一
回
も
欠
か
さ
ず

に
参
加
し
て
い
る
の
が
福
田
さ
ん

と
松
田
さ
ん
。
こ
人
と
も
子
供
が

大
好
き
で
、
将
来
は
福
祉
関
係
の

仕
事
に
就
き
た
い
そ
う
で
す
。

　
　

「
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
が

好
き
で
す
。
思
い
や
り
の
心
を
伝

え
た
い
」
と
福
田
さ
ん
。
松
田
さ

ん
は
「
子
供
た
ち
に
頼
ら
れ
る
の

が
う
れ
し
い
。
お
年
寄
り
や
障
害

者
を
平
等
に
み
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
人
の
夢
は
、
空
き
缶
を
拾
っ

た
り
お
年
寄
り
を
大
切
に
し
た
り

す
る
の
は
当
然
の
こ
と
。

　

「
人
の
た
め
に
し
て
あ

げ
る
」
と
い
う
意
識
の

な
い
、
み
ん
な
が
仲
良

く
自
由
に
生
活
す
る
偏

見
の
な
い
社
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉

が
も
は
や
必
要
で
な
い

社
会
の
、
一
日
も
早
い

実
現
だ
そ
う
で
す
。

松田ともゑさん（左）・福田英子さん

　　　

（大野東高校・2年）



私屯ベr＼こ，そ

歩
道
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

社
会
福
祉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
温
か
い

善
意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
身
体
障
害
者
が
道
を

歩
い
て
い
る
と
、
優
し
く
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
市
民
の
温
か
い

善
意
に
心
よ
り
感
謝
し
、
こ
の
紙

面
を
惜
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
私
た
ち
を
も
し
見

受
け
ら
れ
た
ら
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
ひ
と
声
掛
け

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
私
た
ち
か
ら
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
降
雪
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
家
庭
や
道
路
の
除

雪
の
と
き
に
、
流
雪
溝
を
使
わ
れ

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
除
雪

が
す
ま
れ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く

流
雪
溝
の
蓋
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
歩
道
に
物
を
お
い
た
り
道

路
に
自
動
車
を
放
置
さ
れ
た
り
す

る
と
、
大
変
危
険
で
す
の
で
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

竹
内
紀
子
（
大
和
町
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
S
9
1
1
2
大
野

市
天
神
町
－
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

参席雍

い
つ
も
と
き
め
い
て
農
業
を

土
本
け
い
子
之
（
庄
林
）

　

土
本
さ
ん
が
農
業
に
専
念
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
五
年
前
。

家
族
の
人
が
病
気
に
な
っ
た
の
と

待
望
の
子
供
が
で
き
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
生
懸
命
守
っ
て

き
た
農
業
を
、
自
分
の
代
で
絶
や

し
た
く
な
い
と
考
え
て
決
心
し
ま

し
た
。

　

稲
づ
く
り
を
I
か
ら
学
ぶ
こ
と

か
ら
始
め
、
イ
チ
ゴ
や
野
菜
の
栽

培
も
手
が
け
ま
し
た
。
土
ま
み
れ

に
な
っ
て
汗
を
流
す
こ
と
を
、
楽

し
い
と
思
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
苦

し
い
と
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も
あ

り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
も
、
そ
ん

な
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
、
い
つ

も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
喜
ぶ
姿
が
見
た
く

て
、
イ
チ
ゴ
や
サ
ト
イ
モ
の
オ
ー

ナ
ー
農
園
「
ケ
イ
コ
ズ
マ
マ
農
園
」

を
始
め
ま
し
た
。
後
継
者
不
足
の

今
、
若
者
の
農
業
離
れ
を
く
い
止

め
る
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
に

農
業
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
新
し
い
企
画
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

奥
越
の
指
導
農
業
士
仲
間
六
人
で

グ
ル
ー
プ
「
と
き
め
き
」
を
結
成

し
ま
し
た
。
生
産
者
と
同
時
に
主

婦
と
い
う
女
性
の
感
性
で
、
い
つ

も
と
き
め
い
て
農
業
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

●
ふ
く
い
9
6
就
職

　
　
　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

福
井
県
で
は
、
県
内
各
企
業
の

人
材
確
保
の
た
め
、
企
業
の
概
要

を
紹
介
す
る
「
ふ
く
い
9
6
就
職
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
発
刊
し
て
い
ま

す
。
新
規
学
卒
者
や
一
般
U
タ
ー

ン
就
職
希
望
者
な
ど
に
、
企
業
情

報
を
掲
載
し
た
貴
重
な
参
考
資
料

と
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
事
業
主
は
、

大
野
公
共
職
業
安
定
所
（
豊
6
6
・

2
4
0
8
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

締
切
1
9
一
月
2
2
日
囚

発
刊
予
定
平
成
7
年
4
月
1
日

●
体
に
や
さ
し
い

　
　

お
せ
ち
料
理
教
室

　

食
事
制
限
（
カ
ロ
リ
ー
・
塩
分

・
脂
肪
）
さ
れ
て
い
る
人
や
成
人

病
予
防
に
も
役
立
つ
お
せ
ち
料
理

を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
．

日
時
1
2
月
1
7
日
①
午
前
9
時

　

～
1
2
時

会
場
有
終
会
館
2
0
9
号
室

定
員
先
着
3
0
人

参
加
費
1
0
0
0
円

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
∴
二
角
布
．

　

筆
記
用
具
な
ど

申
込
．
問
合
せ
先
尾
崎
病
院
栄

　

養
竹
理
室
（
豊
6
6
・
3
0
6
7
）

　

ま
で

●
S
マ
ー
ク
は
信
頼
の
印

　

理
容
店
・
美
容
店
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
の
S
マ
ー
ク
は
、
安
全
と

衛
生
、
確
か
な
技
術
を
約
束
す
る

信
頼
の
マ
ー
ク
で
す
。
お
店
を
選

ぶ
と
き
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

S
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
消
費
者

保
護
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
的

と
し
た
、
厚
生
大
臣
認
可
の
標
準

営
業
約
款
制
度
に
基
づ
い
て
営
業

し
て
い
る
、
安
心
と
信
頼
の
で
き

る
店
で
す
。
安
心
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
福
井
県
環
境
衛
生
営

　

業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
a
0
7
7

　

6
・
2
5
・
2
0
6
4
）
ま
で

●
簡
易
裁
判
所
の

　
　
　
　
　

民
事
調
停

　

大
野
簡
易
裁
判
所
で
は
、
売
買

・
金
銭
の
貸
し
借
り
・
公
害
・
相

続
・
サ
ラ
金
な
ど
、
民
事
一
般
の

調
停
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
停
は
、
民
間
か
ら
選
ば
れ
た

調
停
委
貝
2
人
と
裁
判
官
の
3
人

で
構
成
す
る
調
停
委
員
会
に
よ
る

話
し
合
い
で
行
わ
れ
、
于
続
き
も

簡
単
で
費
用
も
安
く
、
円
満
な
解

決
が
図
れ
る
制
度
で
秘
密
も
守
ら

れ
ま
す
。

　

申
し
立
て
は
目
頭
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
人

は
大
野
簡
易
裁
判
所
（
豊
6
6
．
2

1
2
0
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



秋
の
風
物
詩
＝
－
大
朝
市
物
産
ま
つ
り

　

1
0
月
9
9
・
2
3
日
の
2
日
間
、
七
間
通
り
で
三
大
朝
市
物
産
ま
つ
り
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
高
山
市
の
み
た
ら
し
だ
ん
ご
や
三
石
町
の
新
巻
き
サ
ケ
、
能

生
町
の
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
の
特
産
品
と
新
鮮
な
地
場
野
菜
が
、
石
畳
の
会
場

い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
観
光
客
や
市
民
ら
が
訪
れ
、
品
定
め
。

新
鮮
な
秋
の
味
覚
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

豊かな経験と技を披露

シルバー人材センタ一大会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
普
及
啓

発
促
進
大
会
が
1
0
月
9
9
日
、
有
終
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
1
6

の
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
7
0
0
人

が
参
加
し
、
記
念
公
演
や
高
齢
者
の

就
業
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
札
書
き
や
ふ
す
ま
・
障
子
張
り
、

刃
物
と
ぎ
な
ど
実
演
。
会
場
を
訪
れ

た
市
民
に
日
ご
ろ
の
仕
事
ぶ
り
を
披

露
し
、
高
齢
者
の
雇
用
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
し
た
。

戦没者追悼式を開催

平和への願いを込めて

　

市
制
4
0
周
年
記
念
・
戦
没
者
追
悼

式
が
1
0
月
2
3
日
、
市
民
会
館
で
5
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

遺
族
ら
約
4
0
0
人
が
参
加
。
戦
没

者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
市
長

が
式
辞
を
述
べ
、
市
議
会
議
長
ら
が

追
悼
の
言
葉
を
お
く
り
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
展
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
ー
サ
イ

パ
ン
で
の
遺
骨
収
集
の
写
真
を
展
示

し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

音楽で交流を深めた

小・中学校連合音楽会

　

市民会館で10月21日、「第47回大野

市小・中学校連合音楽会」が開かれま

した。午前の小学校の部に約650人、

午後の中学校の部に約500人が参加

し、日ごろの練習の成果を披露。各学

校の特色を生かした合奏や合唱が終わ

ると、会場を埋め尽くした生徒たちは

盛大な拍手を送り、音楽を通じて交流

を深めていました。

秘書広報課広報広聴係豊66－1111

市民らが「そば祭」で

　

手打ちそばに舌鼓

　

10月26日、JA大野市農協会館で大

　

めん野麺類組合主催の「そば祭」が開かれ

ました。会場には、そば通の市民が大

勢集まり、食べ放題の越前おろしそば

を次々と平らげていました。そば打ち

見学コーナーでは、職人の技を学ぼう

と真剣な目つきで見学。チャリティー

バザーやそば打ち体験も行われ、そば

ざんまいの一日を過ごしました。

S弓（恥包湯



S遇（恥包湯
大
に
ぎ
わ
い
の
9
4
お
お
の
産
業
フ
ェ
ア

　
　

「
お
お
の
産
業
フ
ェ
ア
」
が
1
1
1
1
月
5
・
6
日
の
2
日
間
、
有
終
会
館
で
開
か

れ
、
天
谷
市
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
市
内
の
産
業
が
一
堂
に
参
加
す
る
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
市
民
で
会
場
は
ど
こ
も
大
盛
況
で
し
た
。
即

売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
や
姉
妹
都
市
の
古
河
市
か
ら
洋
傘
や

地
酒
な
ど
の
特
産
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

「たいも汁」に長蛇の列

高原の秋を満喫

　

1
1
一
月
3
‐
、
市
の
特
産
の
サ
ト
イ

モ
の
P
R
と
収
穫
を
祝
う
「
た
い
も

ま
つ
り
」
が
、
六
‥
y
‥
‥
師
高
原
の
円
山

公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の

主
役
は
、
直
径
2
・
5
‥
い
の
大
鍋
に

サ
ト
イ
モ
を
は
じ
め
、
テ
ノ
ジ
ン
や

大
根
、
ネ
ギ
な
ど
を
入
れ
て
煮
込
ま

れ
た
約
3
0
0
0
人
分
の
「
た
い
も

汁
」
。
前
‐
か
ら
煮
つ
め
て
あ
っ
た

汁
が
暖
ま
る
こ
ろ
に
は
、
長
蛇
の
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
、

一足早く冬支度

新堀川のコイ引っ越し

　

市
民
の
美
化
意
識
を
高
め
よ
う
と

新
堀
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る
コ
イ
た

ち
が
H
月
4
‐
、
越
冬
の
た
め
市
内

の
養
魚
場
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
住

み
慣
れ
た
川
を
離
れ
た
く
な
い
の
か

コ
イ
た
ち
が
逃
げ
回
り
、
約
1
3
0

匹
を
捕
ま
え
る
の
に
市
職
員
や
「
新

堀
川
を
守
る
会
L
の
会
‥
貝
ら
は
四
苫

八
苫
し
て
い
ま
し
た
。
コ
イ
た
ち
は
、

存
が
来
る
ま
で
養
魚
場
で
消
心
な
ど

を
受
け
な
が
ら
過
ご
し
ま
す
。

大野特有の文化を

盛大に文化祭を開催

　　

「創意でつなげ、大野の文化」をテー

マに11H1日から3日間、有終会館と

市民会館をメーン会場に第28回大野市

総合文化祭が開催され、生け花や子供

たちの竹ミ品展示、舞踊などの芸能発表

がありました。初日に行われた橋幸夫

＆キララ歌謡ッヨーには、会場いっぱ

いに市民が詰め掛け、楽しい一一時を過

ごしました。

自然の恵みに感謝して

収穫祭の「いふりっこ祭り」

　

小山小学校で11月2日、福祉施設の

園生らを招待して、収穫感謝祭の「い

ふりっこ祭り」が行われました。1年

間の収穫に感謝の気持ちを込めて、お

みこしを担いだリゲームを楽しんだり

しました。その後、児童らが丹精込め

て作った米と野菜を使って、班ごとに

ビーフシチューとおにぎりを作り、仲

良く味わ”）ていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

12月

・
償
却
資
産
の
申
告

　
　
　

1
月
末
ま
で
に

　

1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
事
業

用
償
却
資
産
を
所
有
す
る
法
人
や

個
人
は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ

り
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
の
は
、
法
人
税
法

ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所
得

の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
に
算
入
さ
れ
る
機
械
●
器
具
・

装
置
・
備
品
・
車
両
・
運
搬
具
お

よ
び
所
有
ま
た
は
貸
し
付
け
て
い

る
構
築
物
な
ど
で
す
。

　

申
告
期
限
は
、
1
月
末
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
市
税
務
課
資
産
税
係

　
　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2

　

5
）
ま
で

・
保
育
所
の
入
所
申
込

　
　
　
　

締
切
は
C
S
I
日

　

来
年
4
月
に
、
市
内
の
保
育
所

　

（
公
立
・
私
立
）
へ
入
所
を
希
望

さ
れ
る
人
の
受
け
付
け
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

資
格
原
則
と
し
て
平
成
6
年
9

月
3
0
日
以
前
に
生
ま
れ
、
保
護

者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保
育

で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

申
込
期
間
1
2
月
1
日
④
か
ら
2
7

　

日
収
ま
で

申
込
方
法
市
福
祉
事
務
所
児
童

　

係
ま
た
は
最
寄
り
の
保
育
所
に

　

備
え
て
あ
る
入
所
申
請
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
関
係

　

書
類
を
添
え
て
提
出

入
所
決
定
後
日
、
面
接
と
調
査

　

を
行
い
、
3
月
上
旬
に
可
否
を

　

通
知

問
合
せ
先
市
福
祉
事
務
所
児
童

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

7
5
）
ま
で

●
公
立
幼
稚
園
の

　
　
　

入
園
児
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
4

月
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

資
格
市
内
に
住
居
が
あ
り
、
住

　

民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
幼
児

　

で
、
原
則
と
し
て
小
学
校
入
学

　

1
年
前
で
あ
る
こ
と
（
定
員
に

　

余
裕
が
あ
る
と
き
は
年
齢
を
1

　

年
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
あ
る
）

募
集
人
員
小
山
6
0
人
、
乾
側
5
0

　

人
、
上
庄
8
0
人
、
富
田
8
0
人
、

　

阪
谷
7
0
人

申
込
期
間
1
9
一
月
1
9
一
日
⑥
～
平
成

　

7
年
1
月
3
1
日
囚

申
込
方
法
市
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
ま
た
は
公
立
幼
稚
園
に

　

あ
る
入
園
願
書
2
部
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
入
園
希
望

　

幼
稚
園
に
提
出

入
園
決
定
2
月
中
旬
に
入
園
許

　

可
書
を
送
付
（
定
貝
を
超
え
た

　

場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ

　

り
ま
す
）

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
2
1
）
ま
で

●
中
学
・
高
校
生
の

　
　

春
休
み
海
外
派
遣

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

来
年
の
春
休
み
に
中
学
生
と
高
校

生
を
対
象
と
す
る
海
外
派
遣
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格
中
学
1
年
か
ら
高
校

　

3
年
ま
で
の
男
女

日
程
と
定
員
①
ア
メ
リ
カ
（
オ

　

レ
ゴ
ン
）
3
月
2
0
日
⑧
～
4
月

　

5
日
⑥
・
3
0
人
②
オ
ー
ス
ト
ラ

　

リ
ア
（
メ
ル
ボ
ル
ン
）
3
月
2
0

　

日
四
～
4
月
5
日
⑥
。
2
2
人
③

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
ウ
エ
リ

　

ン
ト
ン
）
3
月
2
0
日
⑥
～
4
月

　

5
日
⑥
・
2
0
人
④
イ
ギ
リ
ス

　
　

（
ボ
ー
ン
マ
ス
）
3
月
2
0
日
⑥

　

～
4
月
5
日
⑥
・
2
5
人

費
用
共
通
経
費
3
万
5
千
円
に

　

①
3
6
万
円
②
3
7
万
円
③
3
6
万
5

　

千
円
④
3
8
万
円

事
前
説
明
会
2
月
5
口
⑧

締
切
1
月
2
5
口
④

申
込
・
問
合
せ
先
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
〒
1
6
0
新
宿
区
四
谷

　

2
犬
1
1
一
大
村
ビ
ル
3
階
豊
0
3
．

　

3
3
5
9
・
8
4
2
1
）
ま
で

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
●

　

ワ
ー
プ
ロ
通
信
講
座

日
時
1
2
月
1
3
口
汚
～
1
5
口
④

　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

会
場
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象
3
日
間
継
続
し
て
参
加
で

　

き
る
人

内
容
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
概
要
と

　

基
本
操
作
を
実
際
に
ア
ク
セ
ス

　

し
な
が
ら
勉
強

定
員
先
着
3
0
人

参
加
料
無
料
（
当
日
、
通
信
ソ

　

フ
ト
を
差
し
あ
げ
ま
す
）

主
催
越
前
お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
運

　

営
協
議
会

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
地
域
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
●
6

　

8
4
0
）
ま
で

交通
安全

４
r

雪
道
で
の

　

駆
動
方
式
の
違
い

　

あ
な
た
の
車
の
駆
動
方
式
は

F
F
、
F
R
、
4
W
D
。
F
F

は
前
輪
が
、
F
R
は
後
輪
が
、

4
W
D
は
前
輪
後
輪
が
駆
動
力

を
路
面
に
伝
え
ま
す
。

　

F
F
は
、
前
輪
が
車
体
を
引

っ
張
る
た
め
直
進
性
は
い
い
の

で
す
が
、
カ
ー
ブ
で
の
ア
ク
セ

ル
の
踏
み
込
み
は
外
側
に
膨
ら

み
や
す
く
危
険
で
す
。
F
R
は
、

後
輪
で
車
体
を
押
し
出
す
た
め
、

滑
り
や
す
い
路
面
で
は
後
ろ
が

ス
リ
ッ
プ
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
や
す
く
、
カ
ー
ブ
で
の
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
込
み
は
内
側
に
切

り
込
み
す
ぎ
て
危
険
で
す
。
雪

道
で
真
価
を
発
揮
す
る
4
W
D

は
、
カ
ー
ブ
で
は
F
F
、
F
R

よ
り
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
、

逆
に
両
方
の
特
性
を
持
っ
て
い

る
の
で
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ェ
ー
ン
は
、
F
F
は
前
輪
に
、

F
R
は
後
輪
に
、
4
W
D
は
車

種
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
タ

イ
ヤ
に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雪
道
の
事
故
を
防
ぐ
の
は
、

運
転
技
術
や
車
の
性
能
よ
り
も
、

走
行
ス
ピ
ー
ド
を
常
に
控
え
る

心
構
え
で
す
。
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

・
特
許
を
め
ぐ
る
訴
訟

　

特
許
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
は
「
審

決
取
消
訴
訟
」
と
「
特
許
権
侵
害

訴
訟
」
と
い
う
2
種
類
の
訴
訟
が

あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
発
明
に
つ

い
て
特
許
権
の
申
請
を
し
た
人
が
、

特
許
庁
の
拒
絶
査
定
お
よ
び
審
決

に
よ
っ
て
申
請
が
認
め
ら
れ
な
い

と
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
、
特
許
庁

長
官
を
相
手
方
と
し
て
東
京
高
等

裁
判
所
に
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る

一
種
の
行
政
訴
訟
で
す
。
後
者
は
、

特
許
権
者
が
発
明
を
勝
手
に
使
用

す
る
人
な
ど
を
相
手
方
と
し
て
、

全
国
の
地
方
裁
判
所
ま
た
は
簡
易

裁
判
所
に
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る

民
事
訴
訟
で
す
。

　

い
ず
れ
の
訴
訟
も
専
門
的
知
識

が
必
要
な
た
め
、
裁
判
所
は
、
科

学
技
術
の
専
門
家
で
あ
る
裁
判
所

調
査
官
を
置
き
、
適
正
な
判
断
を

す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
福
井
地
方
裁
判
所
総

　

務
課
（
a
0
7
7
6
・
9
9
一
・
5

　

0
0
0
）
ま
で

…
印
鑑
登
録
手
帳
の

　
　
　

交
換
は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
9
月
1
日
か
ら
印
鑑

登
録
手
帳
を
磁
気
カ
ー
ド
に
交
換

し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
交
換
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

お
早
め
に
市
民
課
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　

①
印
鑑
登
録
手
帳
（
緑
色
）

　

①
印
鑑
（
本
人
の
認
印
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
の
手

　

帳
と
実
印
な
ら
び
に
代
理
人
の

　

認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
市
民

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

5
1
）
ま
で

…
悩
み
ご
と
の
相
談
は

　
　

人
権
擁
護
委
員
ま
で

　

1
9
一
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
は

　

「
第
4
6
回
人
権
週
間
」
で
す
。
今

年
の
人
権
啓
発
重
点
目
標
は
次
の

と
お
り
で
す
。

I
、
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う
（
子

　

供
の
人
権
意
識
を
は
ぐ
く
む
環

　

境
を
つ
く
ろ
う
）

2
、
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

　
　

（
生
き
が
い
の
あ
る
住
み
よ
い

　

社
会
を
つ
く
ろ
う
）

3
、
差
別
意
識
の
解
消
（
あ
ら
ゆ

　

る
差
別
を
解
消
し
、
明
る
い
社

　

会
を
つ
く
ろ
う
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
内
や

近
隣
と
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と

な
ど
の
相
談
に
い
つ
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談

者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
？
多
田
正
則
（
伏

石
豊
6
7
・
1
4
9
1
）
？
広
瀬

敏
子
（
元
町
容
6
6
・
2
3
2
2
）

？
安
川
昭
一
（
下
舌
L
6
6
・
4

6
4
1
）
？
松
田
ま
つ
枝
（
要
町

酋
6
6
・
2
4
7
1
）
？
土
本
丈
子

　

（
中
野
萱
6
6
・
3
7
0
6
）

・
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　

国
民
年
金
の
掛
け
金

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月

末
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
す
る
と
、

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
給
資

格
が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
今

年
4
月
以
降
、
掛
け
金
が
未
納
の

人
は
、
遅
く
て
も
来
年
4
月
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金

保
険
料
は
2
年
を
経
過
す
る
と
、

時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
、
今
年
の
4
月
か
ら

来
年
の
3
月
ま
で
は
月
額
I
I
、

1
0
0
円
（
付
加
年
金
は
4
0
0

円
増
し
）
で
す
。
事
情
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
年
金

　

係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

5
5
）
ま
で

・
国
民
健
康
保
険

　
　
　

一
日
人
間
ド
ッ
ク

　

成
人
病
予
防
の
第
一
歩
は
、
自

分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら

で
す
。
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た

め
一
日
人
間
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
費
用
額

の
7
割
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

　

3
5
歳
以
±
7
0
歳
未
満
の
人

申
込
…
問
合
せ
先
市
役
所
市
民

　

課
国
保
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
5
7
）
ま
で

・
年
賀
状
は

　

お
早
く
お
出
し
く
だ
さ
い

　

元
旦
に
年
賀
状
を
ス
ム
ー
ズ
に

配
達
す
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
年
賀
は
が
き
は
、
1
2
月
C
M
口
ご

　

ろ
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
番
号
は
、
は
っ
き
り
お
書

　

き
く
だ
さ
い
。

◆
集
合
住
宅
の
場
合
、
棟
番
号
・

　

部
屋
番
号
ま
で
、
は
っ
き
り
お

　

書
き
く
だ
さ
い
。

◆
表
札
・
郵
便
受
箱
を
お
備
え
く

　

だ
さ
い
。

◆
玄
関
先
に
犬
小
屋
が
あ
り
、
配

　

達
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

玄
関
か
ら
離
れ
た
所
に
お
願
い

　

し
ま
す
。

問
合
せ
先
大
野
郵
便
局
郵
便
課

　
　

（
豊
6
6
・
2
1
0
0
）
ま
で

大野市シンボルマーク作品募集

　

大野市は、今年市制施行40周年

を迎えました。これを一つの節目

として、来るべき21世紀を目指し

当市の特性を生かしたまちづくり

をいっそう進めていくこととして

います。

　

そこで、市政を推進するうえで

市民が力を合わせていけるシンボ

ルマークとして、当市を全国にア

ピールする手段としてシンボルマー

クを制定することにしました。

　

市民の皆さんはもとより、大野

市に関心をお持ちの市外の人から

も広く作品を募集します。

応募規定▼B5判の白色用紙。

　

作品は縦、横12cm程度の大きさ

　

？色は4色以内？自作、未発表

　

のもの？一人何点でも可？作品

　

の趣旨・制作意図・住所・氏名

　

・年齢・職業（学校名、学年）・

　

電話番号を明記した応募用紙

　

（様式自由）を作品の裏に張り、

　

郵送または持参

締切12月31日（当日消印有効）

応募…問合せ先市企画開発課企

　

画調整係（〒912大野市天神町

　

1一1L0779・66・11

　

11内線431）まで



？
K
≫
t
．
＆靫歩

ふ
る
さ
と
散
歩
の
思
い
出

　

竹
内
均
先
生
の
実
兄
だ
っ
た
竹
内
正
先
生

が
主
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
『
大
野
の
文
化
財
』

シ
リ
ー
ズ
の
後
に
『
ふ
る
さ
と
散
歩
』
を
担

当
し
ま
し
た
。
気
づ
い
て
み
る
と
先
月
号
で

こ
百
回
と
な
り
、
約
十
七
年
間
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
実
に
不
思
議
で
す
。
広
報
広

聴
係
の
ス
タ
ッ
フ
・
編
集
委
員
そ
し
て
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
励
ま
し
の
お

か
げ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
紹
介
で
き
な
か
っ
た
町
内
や
集
落
な

ど
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
一
区
切
り
と
い

う
こ
と
で
ご
理
解
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。
第

一
回
か
ら
今
回
ま
で
、
元
編
集
委
員
長
の
本

田
毅
一
先
生
が
丹
念
に
記
事
を
読
ま
れ
て
、

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
締
め
切
り

が
迫
っ
て
、
推
こ
う
を
重
ね
な
い
た
め
に
文

章
表
現
や
句
読
点
な
ど
が
お
か
し
い
こ
と
や
、

視
力
障
害
者
の
た
め
の
録
音
に
は
、
不
適
切

な
個
所
も
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
、
後
半
は

担
当
の
係
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

字
数
制
限
か
ら
骨
子
し
か
紹
介
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
取
材
や
探
訪
を
通
し
て
実
に

多
く
の
こ
と
を
私
自
身
学
習
で
き
ま
し
た
。

自
然
豊
か
で
長
い
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
て

き
た
私
た
ち
の
大
野
市
に
は
、
知
ら
な
い
こ

と
が
ま
だ
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
私
の
夢
と

し
て
は
、
小
・
中
学
生
に
も
分
か
り
や
す
い

文
章
で
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
を
紹
介
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
『
ふ
る
さ
と
散
歩
』
は
終
了

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
長
い
間
の
ご
愛
読
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
、
新
シ
リ
ー
ズ
『
わ
た

し
の
宝
』
が
登
場
し
ま
す
。
高
価
で
は

な
い
け
れ
ど
も
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
る
、
あ
な
た
の
宝
を
紹
介
し

ま
す
。

　

係
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

『ふるさと散歩』筆者高井修二郎さん

市民のうごき
11月1日現在 前月比

世帯数 11，368世帯 21世帯

人目 41，760人 △2人

内訳 男 19，930人 △12人

女 21，830人 10人

10月中の異動
転入 62人 出生 27人

転出 58人 死亡 33人

市内の交通事故状況（t・ヵべべ）

件数内訳
平成6年　
10月末
平成5年　
10月末 増減

総件数 451件 403件 48件

人身

事故

件数 138件 107件 31件

死者 3人 4人 △1人

傷者 176人 151人 25人

物損事故 313件 296件 17件

表
紙
の
こ
と
ば

　

大
野
高
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
イ
チ
ョ
ウ

の
木
が
雪
人
形
に
姿
を
変
え
て

□
月
1
6
日
、
同
校
同
窓
会
か
ら

同
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
金

子
芳
明
さ
ん
が
約
1
ヵ
月
か
け
、

高
さ
‐
－
ニ
ｙ
」
μ
の
ご
ざ
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
愛
ら
し
い
人
形
を
制

作
。
こ
れ
か
ら
も
学
窓
を
見
守

り
続
け
て
く
れ
ま
す
。

編
集
後
記

　

年
の
瀬
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

日
一
日
と
あ
わ
た
だ
し
さ
が
増

し
て
き
ま
し
た
。
今
夏
は
雨
が

降
ら
す
水
不
足
で
し
た
が
、
雪

は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
万
全
の

体
制
で
冬
を
迎
え
た
い
も
の
で

す
。
火
を
多
く
使
う
シ
ー
ズ
ン

で
す
が
、
取
り
扱
い
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご
用
心
。

／l孔見i呼

　
　

「
商
店
街
の
活
性
化

を
図
ろ
う
」
と
の
願
い

で
三
番
・
五
番
・
横
町

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫

を
凝
ら
し
、
個
性
的
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

三
大
朝
市
ま
つ
り
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
‐

曜
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
旧
国
鉄
跡
地
の
駐
車
場
は
、
市
外
か
ら
の

大
型
バ
ス
や
乗
用
車
で
ま
た
た
く
う
ち
に
満
杯

に
な
り
、
道
路
片
側
に
も
び
っ
し
り
車
が
並
ん

だ
▼
朝
の
上
時
ご
ろ
、
会
場
を
訪
れ
た
。
海
の

幸
、
山
の
幸
、
地
元
の
野
菜
な
ど
す
べ
て
売
り

切
れ
だ
っ
た
が
人
ご
み
は
ま
だ
ま
だ
続
き
、
そ

の
中
で
市
外
か
ら
こ
ら
れ
た
人
た
ち
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
▼
「
ま
け
な
さ
い
。
お
ま
け

は
と
値
ぎ
っ
て
、
安
く
た
く
さ
ん
買
っ
た
。
駆

け
引
き
す
る
の
が
面
白
い
し
、
素
朴
で
何
と
も

楽
し
い
。
新
潟
に
こ
ん
な
市
が
な
い
の
で
珍
し

い
」
と
笑
顔
が
返
っ
て
き
た
。
「
芋
の
煮
っ
こ

ろ
が
し
と
厚
あ
げ
が
欲
し
い
け
れ
ど
」
と
鯖
江

の
人
。
「
ぎ
ん
な
ん
と
む
か
ご
が
売
り
切
れ
て

し
ま
っ
て
」
と
福
井
の
人
は
残
念
そ
う
▼
テ
レ

ビ
で
知
っ
て
来
た
人
。
去
年
良
か
っ
た
か
ら
ま

た
来
た
人
。
ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た

と
い
う
人
も
い
る
。
二
方
通
行
に
し
て
人
の

流
れ
を
よ
く
し
た
ら
。
地
元
野
菜
の
値
が
高
い

の
で
は
。
上
五
分
お
き
に
発
車
す
る
バ
ス
に
乗

っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
、
ピ
ー
ク
に
出
合
い
満
員

で
つ
ら
か
っ
た
」
な
ど
の
声
じ
聞
い
た
が
、
七

間
の
商
店
主
を
は
じ
め
、
若
い
夫
婦
や
お
医
者

さ
ん
の
奥
さ
ん
た
ち
も
作
業
服
姿
で
か
い
が
い

し
く
働
い
て
お
ら
れ
て
印
象
深
か
っ
た
▼
こ
う

し
た
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
が
街
お
こ
し
へ
の
起

爆
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
（
H
）

発
行
福
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県
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